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グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
の
解
決
の
た
め

の
資
金
源
と
し
て
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
を
補
完
す
る
新
た
な
開
発
資
金

調
達
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
注
目
さ
れ
始
め

て
か
ら
一
〇
年
余
り
に
な
る
。
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
発
足

後
、
開
発
に
必
要
な
資
金
の
調
達
は
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
考
え
て
み
た
い
。

●
革
新
的
資
金
調
達
の
必
要
性

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
に
追
加
的
に

必
要
な
資
金
額
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇

二
年
に
、
国
連
に
よ
り
毎
年
五
〇
〇
億

米
ド
ル
、
世
界
銀
行
に
よ
り
毎
年
三
五

〇
〜
七
五
〇
億
米
ド
ル
と
試
算
さ
れ
て

い
る
。
試
算
の
方
法
に
よ
り
額
は
様
々

で
あ
る
が
、
二
〇
〇
〇
年
時
点
で
五
四

〇
億
米
ド
ル
で
あ
っ
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
図
１

参
照
）
で
賄
う
の
は
困
難
な
こ
と
は
確

か
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
二
年
の
国
連
「
開
発
資
金
に

関
す
る
国
際
会
議
」（
モ
ン
テ
レ
ー
会

議
）
で
は
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
の

資
金
を
ど
の
よ
う
に
調
達
す
る
か
が
議

論
さ
れ
、
こ
れ
を
機
に
、
安
定
し
た
予

測
可
能
な
資
金
を
国
際
的
協
調
の
枠
組

み
の
な
か
で
調
達
し
よ
う
と
す
る
様
々

な
新
し
い
方
法
が
注
目
を
浴
び
る
よ
う

に
な
っ
た
（
参
考
文
献
①
）。

●
航
空
券
連
帯
税
で
医
薬
品
供
給

先
陣
を
切
っ
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
で
あ

る
。
二
〇
〇
三
年
、
大
統
領
府
内
に
、

開
発
の
た
め
の
革
新
的
資
金
調
達
の
可

能
性
を
検
討
す
る
委
員
会
を
設
置
、
翌

年
発
表
さ
れ
た
報
告
書
に
基
づ
い
て
、

二
〇
〇
六
年
に
航
空
券
連
帯
税
を
導
入

し
た
。
税
額
は
当
初
か
ら
や
や
上
が
っ

て
現
在
で
は
国
際
線
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ

ス
四
・
五
一
ユ
ー
ロ
、
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ

ス
以
上
は
そ
の
一
〇
倍
、
国
内
・
Ｅ
Ｕ

線
は
国
際
線
の
四
分
の
一
が
、
航
空
券

購
入
時
に
空
港
税
に
上
乗
せ
し
て
徴
収

さ
れ
る
。
す
べ
て
の
航
空
会
社
の
自
国

か
ら
の
出
発
便
の
み
を
対
象
と
し
、
ハ

ブ
空
港
間
の
競
合
に
不
都
合
が
生
じ
な

い
よ
う
乗
継
ぎ
客
は
対
象
外
と
し
て
い

る
。
韓
国
で
も
二
〇
〇
七
年

に
五
年
間
の
時
限
立
法
と
し

て
導
入
（
二
〇
一
二
年
に
五

年
間
延
長
）
さ
れ
、
一
律
一

〇
〇
〇
ウ
ォ
ン
（
約
一
〇
〇

円
）
を
徴
収
し
て
い
る
。
他

に
も
、
チ
リ
、
カ
メ
ル
ー
ン

な
ど
計
九
カ
国
が
導
入
し
、

さ
ら
に
二
カ
国
が
参
加
の
予

定
で
あ
る
。 

調
達
さ
れ
た
資
金
は
、
主

に
二
〇
〇
六
年
に
設
立
さ
れ

た
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｄ
と
い
う

国
連
機
関
を
通
じ
、
途
上
国

で
は
入
手
困
難
な
、
エ
イ
ズ
、

結
核
、
マ
ラ
リ
ア
、
Ｃ
型
肝

炎
の
高
品
質
の
医
薬
品
や
治

療
・
診
断
技
術
の
費
用
引
下

げ
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｄ
の
設
立
か
ら
二
〇
一
三

年
ま
で
の
調
達
資
金
の
六
四
％
に
あ
た

る
一
三
億
七
〇
〇
〇
万
米
ド
ル
が
航
空

券
連
帯
税
か
ら
の
資
金
（
そ
の
他
は
各

国
・
財
団
か
ら
の
拠
出
）
と
な
っ
て
い

る
（
参
考
文
献
②
）。

連
帯
税
の
導
入
国
は
、
課
税
対
象
、

税
額
、
税
収
の
使
途
を
各
国
の
主
権
で

独
自
に
決
定
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
当

初
、
税
収
の
九
割
を
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｄ

に
、
残
り
を
「
予
防
接
種
の
た
め
の
国

際
金
融
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
」（
Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ｉ

多
様
化
す
る
開
発
資
金
源

　

―
革
新
的
資
金
調
達
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
―

藤
田 

伸
子
・
藤
田 

滋
・
神
谷 

睦
美

【
第
１
部　

15
年
間
の
新
機
軸
】

ミレニアム開発目標を超えて
―MDGsからSDGsへ―

特　　集

（出所）OECD StatExtracts をもとに著者作成。

図 1　DAC諸国から途上国への資金別流入額の推移
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多様化する開発資金源 ―革新的資金調達メカニズムと社会的インパクト投資―

ｍ
）
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
し
て
拠
出
し
て
い
た

が
、
近
年
は
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｄ
に
六
割
、

残
り
は
「
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
世
界
同

盟
」（
Ｇ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）
や
グ
ロ
ー
バ
ル
フ

ァ
ン
ド
に
拠
出
し
て
い
る
（
参
考
文
献

③
）。
韓
国
は
半
分
を
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｉ

Ｄ
に
、
半
分
を
独
自
の
ア
フ
リ
カ
支
援

等
に
充
て
て
い
る
（
参
考
文
献
④
）。

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｄ
は
、
医
薬
品
や
治

療
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
医
薬
品
会
社
と
連
携
し
て
活
動
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
マ
ラ
リ
ア
の
有
効

な
治
療
方
法
で
あ
る
ア
ル
テ
ミ
シ
ニ
ン

併
用
療
法
を
、
価
格
引
下
げ
交
渉
と
補

助
金
に
よ
っ
て
ア
フ
リ
カ
七
カ
国
に
対

し
先
進
国
の
二
割
の
価
格
で
提
供
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
（
参
考
文
献
②
）。

航
空
券
連
帯
税
は
、
地
球
規
模
の
課

題
解
決
の
た
め
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活

動
に
課
税
し
た
目
的
税
の
性
格
を
持
ち
、

調
達
さ
れ
た
資
金
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

民
間
企
業
と
の
連
携
に
よ
っ
て
効
果
を

上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
あ
る
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
取
引
税

近
年
日
本
で
も
議
論
が
活
発
化
し
て

き
た
金
融
取
引
税
は
、
航
空
券
連
帯
税

と
同
様
に
国
境
を
越
え
た
資
産
や
活
動

に
課
税
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
タ
ッ
ク

ス
」
の
一
形
態
で
あ
る
。
最
近
で
は
欧

州
委
員
会
が
、
Ｅ
Ｕ
一
一
カ
国
に
お
い

て
二
〇
一
六
年
一
月
一
日
ま
で
に
金
融

取
引
税
を
導
入
す
る
こ
と
で
合
意
し
た

こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

す
べ
て
の
金
融
取
引
へ
の
課
税
で
は
な

く
、
株
式
と
一
部
の
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
へ

の
課
税
か
ら
始
め
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
各
国
が
徴
収
し
た
税
収
の

使
途
は
各
国
で
決
め
る
た
め
、
地
球
規

模
の
課
題
に
ど
れ
だ
け
配
分
さ
れ
る
か

に
関
し
て
は
今
後
の
議
論
を
待
た
ね
ば

な
ら
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
は
Ｅ
Ｕ
に
先
駆
け
二
〇
一

二
年
に
金
融
取
引
税
を
導
入
し
た
。
課

税
対
象
は
フ
ラ
ン
ス
に
本
社
の
あ
る
、

時
価
総
額
一
〇
億
ユ
ー
ロ
以
上
の
大
手

企
業
の
上
場
株
式
の
取
得
、
高
頻
度
取

引
（
一
〇
〇
〇
分
の
一
秒
単
位
で
大
量

の
売
買
を
行
う
取
引
）
な
ど
で
あ
る
。

年
間
約
七
億
ユ
ー
ロ
の
税
収
の
う
ち
最

大
一
五
％
を
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
に
充
て
て
い

る
（
参
考
文
献
⑤
）。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
取
引
税
の
考
え

方
自
体
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ト
ー
ビ
ン

が
一
九
七
二
年
に
提
唱
し
た
通
貨
取
引

に
対
す
る
税
（
ト
ー
ビ
ン
税
）
に
遡
る
。

ト
ー
ビ
ン
税
は
、
金
融
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
よ
り
大
量
の
資
金
が
国
境
を
越
え

る
時
代
に
あ
っ
て
、
投
機
的
な
取
引
を

抑
制
し
通
貨
の
安
定
を
図
る
た
め
、
短

期
の
外
国
為
替
取
引
に
一
律
の
税
率
を

課
す
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。
通
貨

取
引
税
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
度
重

な
る
通
貨
危
機
・
金
融
危
機
に
よ
り
、

と
く
に
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
以
降
、
金
融
危
機
の
際
に
投
入
さ

れ
た
多
額
の
公
的
資
金
の
回
収
や
、
危

機
の
再
発
へ
の
備
え
と
し
て
、
さ
ら
に

課
税
対
象
の
広
い
、
金
融
取
引
税
が
議

論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

当
初
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
解
決

の
た
め
の
資
金
調
達
と
し
て
始
ま
っ
た

航
空
券
連
帯
税
と
違
い
、
金
融
取
引
税

の
元
々
の
目
的
は
投
機
に
よ
る
負
の
影

響
の
抑
制
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
金
融

危
機
・
債
務
危
機
に
対
応
す
る
た
め
の

財
源
と
し
て
、
ま
た
途
上
国
支
援
や
地

球
環
境
問
題
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課

題
に
対
す
る
財
源
と
し
て
も
議
論
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
航
空
券
連

帯
税
は
、
導
入
し
た
国
が
そ
う
で
な
い

国
に
比
べ
て
国
際
競
争
で
不
利
に
な
る

こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
金
融

取
引
税
の
場
合
は
、
そ
の
点
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
国
際
的
に
協
調
し
て
実
施

す
る
こ
と
で
実
施
国
の
金
融
部
門
の
競

争
力
低
下
と
い
う
懸
念
を
払
拭
す
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
に
は
国
家
間
の

合
意
が
必
要
で
あ
り
、
困
難
な
道
程
が

予
想
さ
れ
る
。
投
機
の
抑
制
、
金
融
対

策
費
と
し
て
の
税
収
、
国
際
貢
献
の
一

石
三
鳥
が
期
待
さ
れ
て
い
る
金
融
取
引

税
で
あ
る
が
、
ど
こ
に
軸
足
を
置
く
か

で
、
制
度
設
計
も
異
な
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
る
。

●
債
券
の
発
行
に
よ
る
調
達

以
上
の
よ
う
な
税
金
に
よ
る
方
法
の

ほ
か
に
、
債
券
の
発
行
に
よ
る
資
金
調

達
も
あ
る
。
Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
ｍ
は
、
途
上
国

に
お
け
る
主
要
疾
病
の
予
防
接
種
の
普

及
を
目
的
に
資
金
調
達
を
行
う
多
国
間

開
発
機
構
と
し
て
、
二
〇
〇
六
年
に
イ

ギ
リ
ス
の
先
導
で
発
足
し
た
。
そ
の
運

営
は
Ｇ
Ａ
Ｖ
Ｉ
が
、
財
務
管
理
は
世
界

銀
行
が
担
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
ｍ
は
、

イ
ギ
リ
ス
な
ど
九
カ
国
の
将
来
の
Ｏ
Ｄ

Ａ
を
担
保
に
、
国
際
金
融
市
場
で
債
券

を
発
行
し
て
資
金
を
調
達
し
、
Ｇ
Ａ
Ｖ

Ｉ
を
通
じ
て
途
上
国
に
お
け
る
医
療
や

予
防
接
種
に
活
用
し
て
い
る
。
Ｇ
Ａ
Ｖ

Ｉ
は
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
、
百
日

咳
の
Ｄ
Ｔ
Ｐ
三
種
混
合
、
こ
れ
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
、
Ｂ
型
肝
炎
を
加

え
た
五
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
始
め
、
麻

疹
、
黄
熱
病
、
肺
炎
球
菌
感
染
症
、
ロ

タ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
を
提

供
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
ｍ
か
ら
の
資

金
に
よ
っ
て
大
規
模
な
予
防
接
種
が
可

能
と
な
っ
た
。

九
カ
国
の
政
府
か
ら
は
二
〇
三
〇
年

ま
で
に
六
三
億
米
ド
ル
の
Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
ｍ

へ
の
拠
出
が
誓
約
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

が
投
資
家
へ
の
償
還
の
原
資
と
な
る
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（
参
考
文
献
⑥
）。
日
本
で
も
大
和
証
券

グ
ル
ー
プ
に
よ
り
二
〇
〇
八
年
か
ら
二

〇
一
三
年
ま
で
に
五
回
の
ワ
ク
チ
ン
債

が
発
行
さ
れ
、
個
人
・
法
人
投
資
家
か

ら
総
額
約
一
二
五
〇
億
円
を
調
達
し
た

（
参
考
文
献
⑦
）。　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
発
足
を
控
え
て
、
温
暖

化
防
止
の
た
め
の
資
金
調
達
も
、
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
削
減
な
ど
気
候
変
動
対
策
を
目

的
と
す
る
事
業
に
使
途
を
限
定
し
た
債

券
（
グ
リ
ー
ン
債
）
も
、
二
〇
〇
八
年

よ
り
世
界
銀
行
等
に
よ
っ
て
発
行
さ

れ
て
い
る
。
近
年
の
発
行
額
を
み
る

と
、
二
〇
一
三
年
に
は
一
一
〇
億
米
ド

ル
だ
っ
た
が
、
二
〇
一
四
年
に
は
九
月

末
で
二
八
〇
億
米
ド
ル
ほ
ど
に
急
増
し

て
い
る
（
参
考
文
献
⑧
）。
世
界
銀
行

を
は
じ
め
と
す
る
開
発
金
融
機
関
の
ほ

か
、
資
金
の
使
途
を
環
境
に
配
慮
し
た

事
業
に
限
定
し
た
社
債
を
発
行
す
る
民

間
企
業
の
起
債
も
増
え
て
い
る
。
こ
の

背
景
に
は
、
資
産
運
用
者
の
「
受
託
者

責
任
」
は
環
境
社
会
配
慮
を
妨
げ
な
い

と
い
う
考
え
方
に
変
わ
っ
て
き
た
こ
と

や
、
投
資
家
側
も
、
経
済
的
利
益
と
投

資
に
よ
る
社
会
的
な
利
益
の
双
方
を
求

め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

●
民
間
・
公
的
資
金
の
連
携

税
金
・
債
券
に
よ
る
資
金
の
調
達
に

加
え
、ワ
ク
チ
ン
の
事
前
購
入
制
度（
Ａ

Ｍ
Ｃ
）
の
よ
う
に
、
公
的
資
金
を
使
っ

て
民
間
の
資
金
を
引
き
出
す
仕
組
み
も

あ
る
（
図
２
）。

Ａ
Ｍ
Ｃ
は
、
支
援
国
の
イ
ギ
リ
ス
、

カ
ナ
ダ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
イ
タ
リ
ア
、

ロ
シ
ア
と
ゲ
イ
ツ
財
団
が
、
ワ
ク
チ
ン

の
開
発
・
製
造
に
あ
た
っ
て
価
格
を
保

証
す
る
た
め
の
資
金
一
五
億
米
ド
ル
を

誓
約
し
、
製
薬
会
社
は
長
期
に
わ
た
る

大
量
の
需
要
を
前
提
に
、
設
備
投
資
を

し
て
ワ
ク
チ
ン
を
大
量
生
産
し
、
一
定

価
格
で
途
上
国
に
提
供
す
る
。
Ａ
Ｍ
Ｃ

の
運
営
は
Ｇ
Ａ
Ｖ
Ｉ
が
、

実
施
は
ユ
ニ
セ
フ
、
財
務

管
理
は
世
界
銀
行
が
担
っ

て
い
る
。

Ａ
Ｍ
Ｃ
の
制
度
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
途
上
国
の
市
場

に
到
達
す
る
ま
で
一
〇
〜

一
五
年
か
か
っ
て
い
た
先

進
的
な
医
薬
品
を
、
先
進

国
と
ほ
ぼ
同
時
に
途
上
国

に
も
届
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
製
薬

会
社
二
社
は
合
計
で
毎
年

一
億
四
六
〇
〇
万
回
分
の

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
提

供
を
一
〇
年
間
コ
ミ
ッ
ト

し
て
い
る
。
Ａ
Ｍ
Ｃ
導
入
国
は
、
二
〇

一
三
年
ま
で
に
四
〇
カ
国
に
拡
が
っ
て

お
り
、
二
〇
一
五
年
に
は
五
五
カ
国
と

な
る
見
通
し
で
あ
る
。
途
上
国
に
お
い

て
五
歳
未
満
児
の
死
亡
の
七
割
は
予
防

可
能
と
さ
れ
る
が
、
肺
炎
は
そ
の
主
要

死
因
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
こ
の
ワ
ク
チ

ン
の
普
及
に
よ
っ
て
、
二
〇
二
〇
年
ま

で
に
一
五
〇
万
人
の
命
が
救
わ
れ
る
と

見
込
ま
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑨
）。

●
成
果
主
義
型
の
資
金
調
達

近
年
の
新
し
い
連
携
の
形
と
し
て
、

成
果
主
義
型
の
開
発
事
業
に
お
け
る
民

間
資
金
と
公
的
資
金
の
連
携
が
あ
る
。

途
上
国
政
府
が
実
施
す
る
開
発
事
業
の

成
果
に
応
じ
て
、
民
間
ド
ナ
ー
か
ら
事

後
的
に
援
助
資
金
が
供
与
さ
れ
る
成
果

主
義
型
援
助
ス
キ
ー
ム
に
、
第
三
国
政

府
か
ら
途
上
国
政
府
へ
の
事
前
の
借
款

を
組
み
合
わ
せ
た
「
ロ
ー
ン
・
コ
ン
バ

ー
ジ
ョ
ン
」
が
あ
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
ゲ

イ
ツ
財
団
、
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
と
組
ん

で
同
方
式
で
実
施
し
た
ポ
リ
オ
撲
滅
事

業
は
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
）
の
開
発
援
助
委
員
会
（
Ｄ
Ａ
Ｃ
）

よ
り
優
秀
な
取
組
み
を
行
っ
た
案
件
と

し
て
Ｄ
Ａ
Ｃ
賞
を
受
賞
し
た
。

ま
た
成
果
主
義
型
の
契
約
で
行
政
か

ら
公
的
事
業
を
受
託
し
た
民
間
事
業
者

に
投
資
家
が
事
前
に
事
業
資
金
を
出
融

資
す
る
ス
キ
ー
ム
と
し
て
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド
」
が
あ
る

が
、こ
れ
を
国
際
開
発
に
適
用
し
た「
デ

ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
イ
ン
パ
ク
ト
・

ボ
ン
ド
」
と
い
う
新
た
な
ス
キ
ー
ム
も
、

イ
ギ
リ
ス
国
際
開
発
省
に
よ
り
試
み
ら

れ
て
い
る
。

●
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
を
通

じ
た
開
発

連
帯
税
や
債
券
発
行
な
ど
は
、
基
本

的
に
公
的
機
関
が
実
施
す
る
開
発
事
業

の
資
金
調
達
方
法
の
多
様
化
を
図
る
の

に
対
し
、
近
年
新
た
に
注
目
さ
れ
て
い

る
の
は
、
貧
困
削
減
等
の
開
発
効
果
を

（注） 社会的インパクト投資は、社会的インパクト投資ファンドを介した投資やクラウド・ファン
ディングに限らず、既述のワクチン債やグリーン債など、公的機関が発行する債券への投資
も含む概念。

（出所）筆者作成。

（注）

図 2　途上国への資金フローにおける革新的資金調達の位置付け
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創
出
す
る
よ
う
な
民
間
の
社
会
的
事
業

に
対
す
る
民
間
資
金
の
流
れ
で
あ
る
。

近
年
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
社

会
的
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
で
あ
る
。
社
会

的
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
は
、
財
務
的
収
益

に
加
え
、
正
の
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
の

創
出
を
目
的
と
し
た
投
資
を
指
す
。
多

く
は
長
期
の
投
資
で
、
社
会
的
イ
ン
パ

ク
ト
が
創
出
さ
れ
る
限
り
、
資
本
市
場

で
通
常
求
め
ら
れ
る
財
務
的
収
益
率
よ

り
低
い
収
益
率
で
も
投
資
を
行
う
も
の

が
多
い
。
現
状
で
は
国
内
向
け
も
合
わ

せ
て
三
六
〇
億
米
ド
ル
と
そ
の
資
金
規

模
は
小
さ
い
。
し
か
し
、
二
〇
二
〇
年

ま
で
に
は
四
〇
〇
〇
億
米
ド
ル
か
ら
一

兆
米
ド
ル
規
模
に
ま
で
成
長
す
る
と
の

試
算
も
あ
る
（
参
考
文
献
⑩
）。

二
〇
一
三
年
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
議
長
国

の
イ
ギ
リ
ス
主
導
で
創
設
さ
れ
た
Ｇ
８

社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
タ
ス
ク
フ
ォ

ー
ス
は
、
二
〇
一
四
年
九
月
に
公
表
し

た
報
告
書
の
な
か
で
、
国
際
開
発
に
お

け
る
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
の
推
進

を
提
言
し
た
。
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
投

資
は
、
も
と
も
と
は
国
内
の
社
会
的
課

題
解
決
を
目
指
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
社
会
的
企

業
に
対
す
る
投
資
と
し
て
始
ま
っ
た
も

の
だ
が
、
国
際
開
発
の
分
野
に
お
い
て

も
こ
こ
数
年
で
実
績
が
上
が
っ
て
い
る
。

例
え
ばBam

boo Finance

は
、
こ
れ

ま
で
に
二
億
五
〇
〇
〇
万
米
ド
ル
を
三

〇
カ
国
、
四
六
の
社
会
的
企
業
に
投
資

し
、
投
資
先
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
を
通
じ

て
一
六
〇
〇
万
人
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
、

二
万
以
上
の
雇
用
を
創
出
し
貧
困
削
減

に
貢
献
し
て
い
る
。
同
フ
ァ
ン
ド
は
、

通
常
の
寄
付
や
助
成
と
は
異
な
り
、
株

主
や
取
締
役
会
の
一
員
と
し
て
事
業
へ

の
深
く
長
期
的
な
関
与
を
通
じ
て
、
国

際
開
発
に
資
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

開
発
、
事
業
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
の
拡
大
と
い
う
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
国
際
開
発
省
や
米
州
開
発

銀
行
な
ど
の
開
発
援
助
機
関
・
開
発
金

融
機
関
も
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
イ
ン

パ
ク
ト
投
資
拡
大
の
た
め
の
取
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
国
際

開
発
省
は
、
現
地
の
社
会
的
イ
ン
パ
ク

ト
投
資
フ
ァ
ン
ド
へ
の
出
資
や
、
フ
ァ

ン
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
能
力
強
化
と
い

っ
た
支
援
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
い
る
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
供
給
と

と
も
に
資
金
の
受
け
皿
の
能
力
強
化
も

同
時
に
行
い
、
公
的
資
金
を
梃
子
に
し

た
更
な
る
民
間
資
金
の
呼
び
込
み
を
狙

っ
て
い
る
。

現
状
で
は
、
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
資

金
や
機
関
投
資
家
の
資
金
が
、
社
会
的

イ
ン
パ
ク
ト
投
資
フ
ァ
ン
ド
と
い
っ
た

仲
介
機
関
を
通
し
て
投
資
さ
れ
る
も
の

が
大
半
だ
が
、
先
述
の
公
的
機
関
が
発

行
す
る
債
券
へ
の
投
資
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
通
じ
た
個
人
資
金
の
流
入
も
始
ま
っ

て
い
る
。

●
今
後
の
資
金
調
達
に
向
け
て

前
記
の
他
に
も
、
開
発
の
た
め
の
宝

く
じ
、
デ
ッ
ト
ス
ワ
ッ
プ
な
ど
様
々
な

方
法
で
資
金
調
達
が
行
わ
れ
て
い
る
。

二
〇
一
五
年
か
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
施

に
は
、
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
安

定
的
な
資
金
調
達
が
必
要
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。
社
会
的
な
投
資
へ
の
関
心

の
高
ま
り
を
追
い
風
に
、
様
々
な
工
夫

に
よ
り
投
資
の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
な

が
ら
、
民
間
セ
ク
タ
ー
の
資
金
を
グ
ロ

ー
バ
ル
な
課
題
の
解
決
に
呼
び
込
み
、

ま
た
資
金
だ
け
で
な
く
知
見
・
ノ
ウ
ハ

ウ
を
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
二
〇
一
五
年
七
月
に
ア
ジ
ス
ア

ベ
バ
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
開
発

の
た
め
の
資
金
調
達
に
関
す
る
会
議
に

向
け
、
こ
の
議
論
は
さ
ら
に
活
発
に
な

っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

（
ふ
じ
た　

の
ぶ
こ
／
国
際
開
発
機
構
国

際
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
ふ
じ
た　

し
げ
る
／
国
際
開
発
機
構
人
材
開
発
事

業
部
主
任
、
か
み
や　

む
つ
み
／
国
際

開
発
機
構
国
際
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
主

任
）
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